
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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最大財産P: 残り財産P：

ジェイコブ・マクミラン

ブラックドッグ
エンジェルハィロゥ

ヒーローB

死 妄想 41
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ヒーロー　裏社会10 2

アーチャーソード

攻撃

射撃
　　
射撃
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0
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0
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7

ダメージを与えた場合、R間ダイス-3

野火 6 0 2 【感覚】ダイス+2

6 0

ロストナンバー
ブルーノ

少女
決闘王

ティるウィング
テレサ

尽力
庇護
感服

連帯感
親近感

不安
嫌気
嫉妬
憐憫

不快感

ビサイド
サイドリール

ウェポンケース
ユニバーサルフォン

レプリカコスチューム
スポンサード

4 3

ワーディング

リザレクト

ショウタイム

コンセブラック

アタックプログラム

ワンショットツーキル

ゲットダウン

リフレックスブラックドック

ハードワイヤード

シークレットポケット

スポットライト

テーマナンバー

見放されし地

チャンピオンマスク
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オート

気絶時

Set

Ma

Ma

Ma
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Any

視界

-

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

ダイス-(Lv+1)

達成値+Lv*2

対象を2体に

射撃回避

ロックオンサイト*5

任意の場所に光を照らす

シーン内の好きな範囲を闇で閉ざす

　俺の話を聞きたいって？いいだろう、話してやる。いや、聞きたくないっていったって話すね。

　俺は昔、DEVGRUに所属していた。だが、RWⅠを境にテロリスト共はオーヴァードを中心として構成されるようになり、レネゲイドの力に対抗するためにSE
ALsにも続々とオーヴァードが投入され、俺のようなノーマルの隊員はチーム6から外されSEAL輸送チームへと回された。だがより戦力を整える必要があるDEV
GRUとしては当然の事だ。
　中東でのオーヴァード同士の戦闘中、部隊の任務は前線への物質補給だった。しかし輸送機が民兵の攻撃により墜落、現地戦闘を余儀なくされた。それにより
部隊に新たに課せられた任務は諜報の為に現地に潜伏している部隊と合流し今回のゲリラを指揮した人物を確保することだった。しかし、市民へ戦闘の波及を危
惧した俺は、命令を無視し、現地市民の退避を優先させた。その結果、俺の部隊は民兵に包囲され、数時間におよぶ長期戦にもつれ込み、救助部隊の到着でさら
に戦闘は混戦した。俺の部隊は半数を失ったものの、救助部隊のゴードン曹長とシュガード軍曹の命と引き換えに撤退することが出来た。
その後本国へ帰還命令を言い渡された俺は命令違反が原因の大規模戦闘への発展の責任を問われ、軍法会議の結果、不名誉除隊を言い渡された。

　社会的にも、肉体的にも生きる術を失った俺は、民間軍事会社ブラックウォーターの子会社、ブラックウォーターメディカルレネゲイドテクノロジーに非合法
の実験を持ち掛けられた。俺に選択肢なんてものはもはやない。もちろん快く快諾したよ。下半身に神経刺激装置を埋め込み、さらには外骨格を装着することで
ようやく満足に歩行できるまでに回復した。更にはそれらの装置を稼働させるために脊髄にEXレネゲイドに感染した増幅器を装着している。

　だが実験は成功とは言えなかった。増幅器のEXレネゲイドが装着者の思考や人格に干渉する事がわかった。オレ自身はそんなつもりはないんだが、要は狂い始
めてるって事らしい。それでもブラックウォーターには感謝している。何故なら今、ブラックウォーターヒーローズでヒーローとして仕事にありつけてるからだ
。
俺を救った二人の名誉のためにも、俺は行き続けねばならない。

NYでは不名誉除隊者の銃所持が禁止されている。その為にブラックウォーターミリタリーテクノロジーから様々な装備を融通してもらっている。この投げ斧もそ
の一部だ。スーツに装着された誘導装置で自在に操れる優れものだ。俺のヒーローネームにもなっている奴だな。名前はキャプテンブーメランからもじった。DC

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

